
別表 ［ユニバーサルコネクト アドバンス 基本サービス］ 

 

１．ネットワークサービスの提供 

 当社（以下「乙」という）は、ネットワークサービスの利用者（以下「甲」という）に対し、第４項記載のネットワークサービス（以下「本ネットワ

ークサービス」という）を提供します。 

 

２．ネットワークサービスの概要 

 本ネットワークサービスは、複数の甲設備間を、アクセス回線、アクセスポイント、ＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信回線およびＦＥＮ

ＩＣＳネットワークサービス用電気通信設備で接続することにより、甲が、専用の閉域ＩＰネットワークおよびインターネット接続を利用できるように

するネットワークサービスです。 

 

 

ユニバーサルコネクト アドバンス 

│ 

├─基本サービス 

｜  ｜ 

｜  ├初期サービス 

｜  ├利用サービス 

｜  ├アドバンスＩＤ追加オプション 

｜  ├ＡＤ連携オプション 

｜  ｜ ├初期サービス 

｜  ｜ ├利用サービス 

｜  ｜ └設定変更サービス 

｜  ├Ａｚｕｒｅ ＡＤ連携オプション 

｜  ｜ ├初期サービス 

｜  ｜ ├利用サービス 

｜  ｜ └設定変更サービス 

｜  ├ハイブリットアクセスオプション 

｜  ｜ ├固定グローバルＩＰ 利用サービス 

｜  ｜ ├フィルター追加１００ルール 利用サービス 

｜  ｜ └設定変更サービス 

｜  └拡張アクセス制御オプション 

｜    ├利用サービス 

｜    ├アクセス制御ルール追加５ルール 利用サービス 

｜    ├ＩＰフィルター追加５０行 利用サービス 

｜    ├アドレスグループ追加１０グループ 利用サービス 

｜    └設定変更サービス 

｜ 

├─認証オプションサービス 

｜  ｜ 

｜  ├ネットワーク生体認証オプション 

｜  ｜ ├初期サービス 

｜  ｜ ├ライセンス初期サービス 

｜  ｜ ├ライセンス利用サービス 

｜  ｜ └設定変更サービス 

｜  ├デバイス証明書認証オプション 

｜  ｜ ├初期サービス 

｜  ｜ ├基本サービス 

｜  ｜ ├利用サービス 

｜  ｜ └設定変更サービス 

｜  └ワンタイムパスワード認証オプション（パターン認証）  

｜    ├基本サービス 

｜    ├利用サービス 

｜    └設定変更サービス 

｜ 

├─マルチデバイスＶＰＮ接続サービス 

  │  │ 

｜  ├初期サービス 

｜  ├利用サービス 

｜  ├利用サービス（環境認証セキュリティ） 

    │  └設定変更サービス 

    │ 

├─マルチデバイスＶＰＮ接続サービス ＩＫＥｖ２タイプ 

│  │ 

｜  ├初期サービス 

｜  ├基本サービス 

｜  ├ＩＤ追加利用サービス 

│  └設定変更サービス 

│ 

├─クラウドＳＳＯサービス 

    ｜  ｜ 

    ｜  ├初期サービス 

｜  ├利用サービス 

｜  ├認証連携サイト追加オプション 

｜  └設定変更サービス 

｜ 

└─Ｓｍａｒｔブラウザサービス 

       ｜ 

       ├初期サービス 

       ├利用サービス 



  └設定変更サービス 

      

      

３．ネットワークサービス提供の前提条件 

 （１）本ネットワークサービスにおける専用の閉域ＩＰネットワークへの接続の提供にあたっては、別途甲と乙の間において「ＦＥＮＩＣＳビジネス

マルチレイヤーコネクト タイプＷＶＳ 基本サービス」、「ＦＥＮＩＣＳビジネスマルチレイヤーコネクト タイプＵＮＯ 基本サービス」、

「ＦＥＮＩＣＳビジネスマルチレイヤーコネクト  タイプＳＶＰＮ 基本サービス」、「ＦＥＮＩＣＳビジネスＩＰネットワークサービス 基本

サービス」、「ＦＥＮＩＣＳビジネスＥｔｈｅｒｎｅｔサービス  基本サービス」、「ＦＥＮＩＣＳビジネスＶＰＮプラス 基本サービス」、

「ＦＥＮＩＣＳビジネスＶＰＮサービス 基本サービス」、「ＦＥＮＩＣＳビジネスＷＶＳサービス  基本サービス」（以下、総称して「ビジネ

スネットワークサービス」という）のうち、いずれかの提供に関する契約がなされているものとします。また、あわせて「ＦＥＮＩＣＳビジネス

マルチレイヤーコネクト タイプＷＶＳ 基本サービス」、「ＦＥＮＩＣＳビジネスマルチレイヤーコネクト タイプＵＮＯ 基本サービス」、

「ＦＥＮＩＣＳビジネスマルチレイヤーコネクト  タイプＳＶＰＮ 基本サービス」、「ＦＥＮＩＣＳビジネスＥｔｈｅｒｎｅｔサービス 基本

サービス」または「ＦＥＮＩＣＳビジネスＷＶＳサービス 基本サービス」の場合は「ＩＰ接続ＧＷサービス」、「ＦＥＮＩＣＳビジネスＶＰＮ

プラス 基本サービス」または「ＦＥＮＩＣＳビジネスＶＰＮサービス 基本サービス」の場合は「オプションインフラ接続サービス」の契約が

別途必要となります。  

（２）甲は、乙が本ネットワークサービスを実施する前提条件として、自己の責任と費用負担で本ネットワークサービス専用の甲設備を用意するもの

とします。なお、ネットワークサービスによっては、アクセス回線についても甲が用意する場合があるものとします。  

 （３）甲は、「基本サービス」の「ＡＤ連携オプション」を利用するにあたり、自己の責任と費用負担でＭｉｃｒｏｓｏｆｔ  Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏ

ｎまたは日本マイクロソフト株式会社（以下、総称して「Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ」という）の提供するＡｃｔｉｖｅ  Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ（以下

「ＡＤ」という）の利用に関する所定の準備作業を実施するものとします。  

（４）甲は、「クラウドＳＳＯサービス」または「Ｓｍａｒｔブラウザサービス」を利用するにあたり、「Ｇ Ｓｕｉｔｅ」または「Ｍｉｃｒｏｓｏ

ｆｔ Ｏｆｆｉｃｅ３６５」にアクセスする機能を希望する場合には、自己の責任と費用負担でＧｏｏｇｌｅ Ｉｎｃ．の提供する「Ｇ Ｓｕｉｔ

ｅ」またはＭｉｃｒｏｓｏｆｔの提供する「Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ  Ｏｆｆｉｃｅ３６５」の利用権限を取得し、本ネットワークサービスを利用す

るために必要な設定を実施するものとします。 

（５）甲は、「基本サービス」の「デバイス証明書認証オプション」を利用するにあたり、乙が運営する公開鍵証明書認証局（以下「ＦＥＮＩＣＳ認証

局」という）の公開鍵を含む認証局ディジタル証明書（以下「認証局証明書」という）およびＦＥＮＩＣＳ認証局が発行するクライアント用ディジ

タル証明書（以下「デバイス証明書」といい、認証局証明書とあわせて「証明書」という）を乙が指定するユーザポータル（以下「ユーザポータ

ル」という）よりダウンロードし、自己の責任と費用負担で本ネットワークサービスを利用するために、端末に証明書をインストールするものとし

ます。 

（６）甲は、「基本サービス」の「Ａｚｕｒｅ ＡＤ連携オプション」を利用するにあたり、自己の責任と費用負担でＭｉｃｒｏｓｏｆｔの提供する  

Ａｚｕｒｅ Ａｃｔｉｖｅ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ（以下「Ａｚｕｒｅ ＡＤ」という）の利用に関する所定の準備作業を実施するものとします。  

 

４．ネットワークサービスの内容 

 （１）基本サービス 

  ａ．初期サービス 

    乙は、甲がｂ．の利用サービスを利用できるようにするため、ＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信設備およびＦＥＮＩＣＳネットワー

クサービス用電気通信回線に対して、所定の準備作業を実施します。 

ｂ．利用サービス 

 乙は、甲が以下の機能を利用する環境を提供します。 

 ア．認証機能 

  乙は、乙が本ネットワークサービスに基づきまたは別途提供する「マルチデバイスＶＰＮ接続サービス」、「マルチデバイスＶＰＮ接続サービ

ス ＩＫＥｖ２タイプ」、「モバイル接続サービス」、「クラウドＳＳＯサービス」もしくは「Ｓｍａｒｔブラウザサービス」（以下総称して

「接続サービス」という）を利用するための認証機能を提供します。認証にあたっては、甲が乙所定の方法で作成し乙所定の方法で登録したＩ

Ｄ（以下「アドバンスＩＤ」という）が必要となります。 

 イ．ハイブリッドアクセス機能 

  乙は、甲の利用申請に応じて、甲が専用の閉域ＩＰネットワークを利用できる環境、インターネット接続を利用できる環境、またはその両方を

利用できる環境（以下、総称して「ハイブリッドアクセス機能」という）を提供します。  

 ウ．ユーザポータル機能 

 乙は、甲が本ネットワークサービスの利用にあたって設定を行うためのポータルサイト（以下「ユーザポータル」という）を提供します。 

  ｃ. アドバンスＩＤ追加オプション 

    乙は、甲が管理用ＩＤとして利用するためのアドバンスＩＤを追加で提供します。  

  ｄ.ＡＤ連携オプション 

   ア．初期サービス 

    乙は、甲がイ．の利用サービスを利用できるようにするためにＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信設備およびＦＥＮＩＣＳネットワ

ークサービス用電気通信回線に対して、所定の準備作業を実施します。  

   イ．利用サービス 

乙は、甲がｂ．の利用サービスを利用することを前提に、甲設備内のＡＤの情報を、ＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信設備内のサ

ーバ上で動作する認証基盤（以下「認証基盤」という）に自動同期することにより、甲設備内のＡＤの情報に含まれるＩＤをユーザＩＤとして利
用することができる機能を提供します。甲設備内のＡＤの情報に含まれるＩＤの数が１０００を超える場合は、追加で契約をする必要があります。 

なお、甲は、本ネットワークサービスの提供に必要な範囲において、甲設備内のＡＤの情報の一部が、認証基盤に保存されることをあらかじめ了

承するものとします。 

   ウ．設定変更サービス 

    乙は、甲がＡＤ連携オプションを利用する際に、設定変更が生じた場合、所定の作業を実施します。 

ｅ.Ａｚｕｒｅ ＡＤ連携オプション 

   ア．初期サービス 

乙は、甲がイ．の利用サービスを利用できるようにするためにＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信設備およびＦＥＮＩＣＳネットワ

ークサービス用電気通信回線に対して、所定の準備作業を実施します。  

   イ．利用サービス 

乙は、甲がｂ．の利用サービスを利用することを前提に、甲の有するＡｚｕｒｅ ＡＤの情報を、ＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通

信設備内のサーバ上で動作する認証基盤（以下「認証基盤」という）に自動同期することにより、甲の有するＡｚｕｒｅ  ＡＤの情報に含まれる

ＩＤをユーザＩＤとして利用することができる機能を提供します。甲の有するＡｚｕｒｅ  ＡＤの情報に含まれるＩＤの数が１０００を超える場

合は、追加で契約をする必要があります。 

なお、甲は、本ネットワークサービスの提供に必要な範囲において、甲の有するＡｚｕｒｅ  ＡＤの情報の一部が、認証基盤に保存されることを

あらかじめ了承するものとします。 

   ウ．設定変更サービス 

乙は、甲がＡｚｕｒｅ ＡＤ連携オプションを利用する際に、設定変更が生じた場合、所定の作業を実施します。 

ｆ．ハイブリッドアクセスオプション 

ア．固定グローバルＩＰ 利用サービス 

    乙は、甲がｂ．の利用サービスを利用することを前提に、甲がハイブリットアクセス機能のインターネット接続利用時に、グローバルＩＰアド

レスの固定割り当てを実施します。 

   イ．フィルター追加１００ルール 利用サービス 



    乙は、甲がｂ．の利用サービスを利用することを前提に、甲がハイブリットアクセス機能を利用する際に、事前に甲が指定し乙所定の方法で乙

に通知した宛先ＩＰアドレスおよび宛先ポート以外との通信の制限を実施します。 

   ウ．設定変更サービス 

    乙は、甲がハイブリットアクセスオプションを利用する際に、設定変更が生じた場合、所定の作業を実施します。 

ｇ．拡張アクセス制御オプション 

ア．利用サービス 

    乙は、甲がｂ．の利用サービスを利用することを前提に、甲がユーザポータルから指定するＩＰアドレス、通信ポート、または宛先ドメインに

対して、接続を制限する機能を提供します。なお、すべての通信種別の指定を保証するものではありません。  

イ．  アクセス制御ルール追加５ルール利用サービス 

    乙は、甲がア．の利用サービスを利用することを前提に、甲がユーザポータルから指定可能なアクセス制御ルール数を５ルール追加します。な

お、本サービスの最大契約可能数は５とします。 

   ウ．ＩＰフィルター追加５０行利用サービス 

   乙は、甲がア．の利用サービスを利用することを前提に、甲がユーザポータルから指定可能なＩＰフィルターの行数を５０行追加します。なお、

本サービスの最大契約可能数は８とします。 

   エ．アドレスグループ追加１０グループ利用サービス 

   乙は、甲がア．の利用サービスを利用することを前提に、甲がユーザポータルから指定可能なアドレスグループ数を１０グループ追加します。

なお、本サービスの最大契約可能数は５とします。 

オ．設定変更サービス 

    乙は、甲が拡張アクセス制御オプションを利用するにあたり設定変更が必要となった場合、所定の作業を実施します。 

 

（２）認証オプションサービス 

  ａ．ネットワーク生体認証オプション 

   ア．初期サービス 

    乙は、甲がウ．のライセンス利用サービスを利用できるようにするためにＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信設備およびＦＥＮＩＣ

Ｓネットワークサービス用電気通信回線に対して、所定の準備作業を実施します。  

 イ．ライセンス初期サービス 

    乙は、甲がウ．のライセンス利用サービスを利用するための、利用者ライセンスの準備作業を実施します。  

 ウ．ライセンス利用サービス 

  乙は、甲がｂ．の利用サービスを利用することを前提に、接続サービスおよび乙が別途提供するユーザポータルにおいて、甲が当該接続サービ

ス標準の認証機能に加えて、ネットワーク生体認証を利用できる環境を提供するものとします。甲は、自己の責任と費用負担で、ネットワーク生

体認証オプションを利用するために必要な端末設備とインターネット接続環境を準備し、乙より提供されるアプリケーションソフトウェア（以下

「クライアントアプリケーション」という）をダウンロードおよびインストール、または、生体認証に対応した乙指定のＯＳ、並びにブラウザを

利用した上で、所定の設定を行うものとします。  

また、甲は、端末設備の利用者（以下「利用者」という）に対して、乙が指定するクライアントアプリケーションの使用条件、または、生体認証

に対応した乙指定のＯＳが組み込まれた端末並びに乙指定のブラウザ利用を遵守させるものとし、ネットワーク生体認証オプションにより端末設

備の端末固有ＩＤが乙サービス環境へ送信されることを、利用者から同意を得るものとします。  

 エ．設定変更サービス 

  乙は、甲がネットワーク生体認証オプションを利用する際、設定変更が生じた場合、所定の作業を実施します。  

ｂ. デバイス証明書認証オプション 

   ア．初期サービス 

    乙は、甲がイ．の基本サービスおよびウ．の利用サービスを利用できるよう、ＦＥＮＩＣＳ認証局を準備し、ＦＥＮＩＣＳネットワークサービ

ス用電気通信回線に接続するものとします。また、乙は、ＦＥＮＩＣＳ認証局で署名された証明書を甲に提供するものとします。なお、証明書の

発行枚数に制限はないものとします。 

 イ．基本サービス 

乙は、乙指定のＦＥＮＩＣＳサービスに用意されている認証機能に加えて、ＦＥＮＩＣＳ認証局で署名された証明書をインストールした端末の

みがＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信回線に接続できるように、接続要求時に認証装置（以下「証明書認証ゲートウェイ」とい

う）にて証明書による正当性の確認を行う機能を提供します。  

 ウ．利用サービス 

  乙は、甲がイ．の基本サービスに必要な証明書を継続的に利用できる環境を提供するものとします。  

 エ．設定変更サービス 

乙は、甲がデバイス証明書認証オプションを利用する際、設定変更が生じた場合、所定の作業を実施します。  

  ｃ．ワンタイムパスワード認証オプション（パターン認証）  

   ア．基本サービス 

乙は、乙指定のＦＥＮＩＣＳサービスに用意されている認証機能に加えて、インターネット上に公開された「パターン表示システム」および

「認証システム基盤」を介してＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信回線に接続できるように、接続要求時にパターン認証機能を提供し

ます。 

   イ．利用サービス 

    乙は、甲がア．の基本サービスに必要なパターン認証機能を利用できる環境を提供するものとします。甲は、自己の責任と費用負担で、本ネッ

トワークサービスを利用するために必要なインターネット環境およびパソコンまたはスマートフォンなどの端末を準備するものとします。また、

甲は自己責任と費用負担で、接続サービスを利用するものとします。 

   ウ．設定変更サービス 

    乙は、甲がワンタイムパスワード認証オプション（パターン認証）を利用する際、設定変更が生じた場合、所定の作業を実施します。  

 

（３）マルチデバイスＶＰＮ接続サービス 

  ａ．初期サービス 

   乙は、甲がｂ．の利用サービスを利用できるようにするためにＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信設備およびＦＥＮＩＣＳネットワ

ークサービス用電気通信回線に対して、所定の準備作業を実施します。  

ｂ．利用サービス 

   乙は、ＦＥＮＩＣＳネットワーク用電気通信回線をインターネット網と接続し、甲が乙より提供されるソフトウェア（以下「対象ソフトウェア」

という）を用いて、ＳＳＬ－ＶＰＮ方式で乙の専用ゲートウェイに接続することにより、甲がインターネットＶＰＮ接続を利用できる環境を提供し

ます。甲は、自己の責任と費用負担で、本サービスを利用するために必要な端末設備とインターネット接続環境を準備するものとします。また、甲

は、対象ソフトウェアのインストール時に、甲の端末設備に表示される当該対象ソフトウェアの使用条件に同意するものとします。なお、対象ソフ

トウェアにおいては、ＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信回線への接続認証のために、端末設備の端末固有ＩＤが使用されることを、甲

はあらかじめ了承するものとします。 

  ｃ．利用サービス（環境認証セキュリティ） 

   乙は、ｂ．利用サービスの内容に加えて、対象ソフトウェアの機能を用いて、甲の端末設備にインストールされたセキュリティソフトウェアの実

行状況および端末設定が甲指定のポリシーに従っていない場合に、インターネットＶＰＮ接続を制限する機能を提供します。甲は、自己の責任と費

用負担で、セキュリティソフトウェアを準備するものとします。  

  ｄ．設定変更サービス 

   乙は、甲がマルチデバイスＶＰＮ接続サービスを利用する際、設定変更が生じた場合、所定の作業を実施します。  



 

（４）マルチデバイスＶＰＮ接続サービス ＩＫＥｖ２タイプ 

  ａ．初期サービス 

   乙は、甲がｂ．の基本サービスを利用できるようにするためにＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信設備およびＦＥＮＩＣＳネットワ

ークサービス用電気通信回線に対して、所定の準備作業を実施します。  

ｂ．基本サービス 

   乙は、ＦＥＮＩＣＳネットワーク用電気通信回線をインターネット網と接続し、パソコンまたはスマートフォンなどの端末の有するＩＰｓｅｃ接

続機能を用いて、ＩＰｓｅｃ／ＩＫＥｖ２方式で乙の専用ゲートウェイに接続することにより、甲がインターネットＶＰＮ接続を利用できる環境を

提供します。甲は、自己の責任と費用負担で、本サービスを利用するために必要な端末設備とインターネット接続環境を準備するとともに、当該端

末設備にインターネットＶＰＮ接続のための設定を行うものとします。なお、本サービスを利用するアドバンスＩＤは、あらかじめ甲が乙所定の方

法でユーザポータルでの利用設定が必要であり、その数は最大で５０とします。  

  ｃ．ＩＤ追加利用サービス 

    乙は、甲がマルチデバイスＶＰＮ接続サービス ＩＫＥｖ２タイプにおいて利用設定ができるアドバンスＩＤ数を追加します。 

  ｄ．設定変更サービス 

   乙は、甲がマルチデバイスＶＰＮ接続サービス ＩＫＥｖ２タイプを利用する際、設定変更が生じた場合、所定の作業を実施します。  

 

（５）クラウドＳＳＯサービス 

 ａ．初期サービス 

  乙は、甲がｂ．利用サービスを利用できるようにするため、ＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信設備に対して、所定の準備作業を実施

します。 

 ｂ．利用サービス 

  乙は、ユーザＩＤを利用して、認証基盤を介して、甲の有する複数のＷｅｂサービスへログインする機能（以下「ＩＤフェデレーション機能」と

いう）を提供するものとします。 

 ｃ．認証連携サイト追加オプション 

  乙は、甲がｂ．の利用サービスを利用することを前提に、ＩＤフェデレーション機能に関して、甲が乙所定の方法で指定するＷｅｂサービス（た

だし、乙が指定するＷｅｂサービスは除く）へログインするための認証基盤を継続して提供するものとします。  

 ｄ．設定変更サービス 

   乙は、甲がクラウドＳＳＯサービスを利用する際、設定変更が生じた場合、所定の作業を実施します。  

 

（６）Ｓｍａｒｔブラウザサービス 

 ａ．初期サービス 

  乙は、甲がｂ．利用サービスを利用できるようにするため、ＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信設備に対して、所定の準備作業を実施

します。 

 ｂ．利用サービス 

  乙は、ＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信回線をインターネット網と接続し、甲が乙より提供されるクライアントアプリケーション

（以下「対象アプリケーション」という）を用いて、甲が乙の専用ゲートウェイに接続することにより、甲の有するＷｅｂサービスにアクセスでき

る環境を提供します。甲は、自己の責任と費用負担で、本サービスを利用するために必要な端末設備とインターネット接続環境を準備し、当該端末

設備に対象アプリケーションをダウンロードおよびインストールした上で、乙が指定する設定を行うものとします。また、甲は、利用者に対して、

乙が指定する対象アプリの使用条件を遵守させるものとし、本サービスにより端末設備の端末固有ＩＤが乙サービス環境へ送信されることを、利用

者から同意を得るものとします。なお、甲の有するメールサーバにアクセスする機能を希望する場合は、当該メールサーバとネットワークサービス

用電気通信設備との接続情報を乙に提供するものとします。  

 ｃ．設定変更サービス 

  乙は、甲がＳｍａｒｔブラウザサービスを利用する際、設定変更が生じた場合、所定の作業を実施します。  

 

５．証明書の有効期限について 

 本ネットワークサービスにおける証明書の有効期限は以下のとおりとします。有効期限を過ぎた証明書は当然に失効するものとします。甲は、失効となっ

た証明書での本ネットワークサービスの利用はできません。本ネットワークサービスを継続使用する場合は、甲が新たに証明書を発行し、証明書の切替を行

うものとします。  

認証局証明書：２０年（更新可） 

デバイス証明書：５年（更新不可） 
 

６．証明書の取扱 

（１）本ネットワークサービスにより提供される証明書は、乙指定のＦＥＮＩＣＳサービスへの接続の認証の目的のみに提供されるものであり、甲は、証明

書を他の目的に使用しないものとします。甲が証明書を他の目的に使用したことにより甲または第三者が損害を被った場合であっても、乙は、なんらの責任

を負わないものとします。 

（２）甲は、証明書を、本ネットワークサービスを利用する者以外の第三者に提供しないものとします。  

 

７．提供区域 

 本ネットワークサービスにおけるアクセス回線の提供区域は、乙が当該ネットワークサービスの提供を受けている他の電気通信事業者またはその他ア  

クセス回線提供者の提供区域に準ずるものとします。  

 

８．サービス提供時間帯 

ネットワークサービスの提供時間帯は、２４時間３６５日とします。ただし、利用規約に基づき、乙は、利用サービスの提供を中断することができる  

ものとします。 

 

９．サービスサポート受付時間帯 

 本ネットワークサービスのサポート受付時間帯は、２４時間３６５日とします。  

 

１０．サービスサポート対応時間帯 

 本ネットワークサービスのサポート対応時間帯は、月曜日から金曜日まで（祝日および乙の指定する休業日を除く）の９時から１７時３０分までとし

ますが、利用停止に関する対応サポートは２４時間３６５日とします。ただし、アクセス回線のサポート対応時間帯は、乙が当該ネットワークサービス

の提供を受けている他の電気通信事業者またはその他のアクセス回線提供者の障害対応時間帯に準ずるものとします。また、アクセス回線を別途甲が準

備するサービスについては、当該アクセス回線区間における障害対応は、本ネットワークサービスの対象外とします。  

 

１１．定期メンテナンス 

 第４項第（４）号「クラウドＳＳＯサービス」において、サービスの品質維持のため、毎月第３木曜日の２０：００～２４：００にサービス停止を伴

うメンテナンスを実施するものとします。なお、本メンテナンスはネットワークサービス利用規約第２６条の定めにかかわらず、予告なく実施するもの

とします。 

 

１２．料金月 

 本ネットワークサービスにおける料金月は、毎月２０日締めとし、前月２１日から当月２０日とします。  

 



１３．留意事項 

（１）甲は、本ネットワークサービスの利用にあたり、甲が核兵器、生物化学兵器等の大量破壊兵器およびミサイル等（以下「ＷＭＤ」という）の開発

等を行っていないこと、ならびに、本ネットワークサービスの利用目的がＷＭＤまたは軍事用途でないことを保証します。  

（２）甲は、第４項に定めるサービスにおいて、ダウンロードサイトの事情等により、予告なくクライアントアプリケーション、対象ソフトウェアおよ

び対象アプリケーションがダウンロードできなくなる場合があることを了承するものとします。その場合、乙は、それにより甲に発生した損害につい

て、一切の責任を負担しないものとします。 

（３）甲は、Ｗｅｂサービスの提供事業者の事情により、ＩＤフェデレーション機能が利用できなくなる場合があることをあらかじめ了承するものとし

ます。 

 

１４．品目一覧 

 本ネットワークサービスの品目は、以下のとおりとします。  

 

 
 

品 名 

 

型名 

 

          備 考  

 

支払種別  

 

 単位  

 

ユニバーサルコネクト アドバンス 基本サービス 

初期費 
 

 

ＮＳ２Ｅ０００Ｓ 
 

 

初期費 
 

 

従量料金制（一括払） 
 

 

式 
 

 

ユニバーサルコネクト アドバンス 基本サービス 

利用料 
 

 

ＮＳ２Ｅ０００Ｇ 
 

 

 

 

従量料金制（月額払） 
 

 

式 
 

 

ユニバーサルコネクト アドバンス 

アドバンスＩＤ追加オプション 利用料 
 

 

ＮＳ２Ｅ００６Ｇ  

 

課金対象は別途定める申請に応じた 

ＩＤ数分 
 

 

従量料金制（従量払） 
 

 

式 
 

 

ユニバーサルコネクト アドバンス  

ＡＤ連携オプション 初期費 
 

 

ＮＳ２Ｅ００１Ｓ 
 

 

 
 

 

従量料金制（一括払） 
 

 

式 
 

 

ユニバーサルコネクト アドバンス 

ＡＤ連携オプション １０００ＩＤ追加 利用料 
 

 

ＮＳ２Ｅ００１Ｇ 
 

 

１，０００ＩＤ毎 
 

 

従量料金制（月額払） 
 

 

式 
 

 

ユニバーサルコネクト アドバンス 

ＡＤ連携オプション 設定変更費 
 

 

ＮＳ２Ｅ００８Ｓ 
 

 

 
 

 

従量料金制（一括払） 
 

 

式 
 

 

ユニバーサルコネクト アドバンス  

Ａｚｕｒｅ ＡＤ連携オプション 初期費 
 

 

ＮＳ２Ｅ０６２Ｓ 
 

 

 
 

 

従量料金制（一括払） 
 

 

式 
 

 

ユニバーサルコネクト アドバンス 

Ａｚｕｒｅ ＡＤ連携オプション  

１０００ＩＤ追加 利用料 
 

 

ＮＳ２Ｅ０６２Ｇ 
 

 

１，０００ＩＤ毎 
 

 

従量料金制（月額払） 
 

 

式 
 

 

ユニバーサルコネクト アドバンス 

Ａｚｕｒｅ ＡＤ連携オプション 設定変更費 
 

 

ＮＳ２Ｅ０６３Ｓ 
 

 

 
 

 

従量料金制（一括払） 
 

 

式 
 

 

ユニバーサルコネクト アドバンス 

ハイブリッドアクセス 固定グローバルＩＰ １ＩＰ 

利用料 
 

 

ＮＳ２Ｅ００３Ｇ 
 

 

 
 

 

従量料金制（月額払） 
 

 

式 
 

 

ユニバーサルコネクト アドバンス 

ハイブリッドアクセス フィルター追加１００ルール 

利用料 
 

 

ＮＳ２Ｅ００２Ｇ 
 

 

 
 

 

従量料金制（月額払） 
 

 

式 
 

 

ユニバーサルコネクト アドバンス 

ハイブリッドアクセス 設定変更費 
 

 

ＮＳ２Ｅ００２Ｓ 
 

 

 
 

 

従量料金制（一括払） 
 

 

式 
 

ユニバーサルコネクト アドバンス 

拡張アクセス制御オプション 利用料 
 

 

ＮＳ２Ｅ０６３Ｇ 
 

 

 

従量料金制（月額払） 
 

 

式 
 

ユニバーサルコネクト アドバンス  

拡張アクセス制御オプション  

アクセス制御ルール追加５ルール利用料 

ＮＳ２Ｅ０６６Ｇ 
 

最大契約可能数５ 
 

 

従量料金制（月額払） 
 

 

式 
 

ユニバーサルコネクト アドバンス  

拡張アクセス制御オプション  

ＩＰフィルター追加５０行利用料 

ＮＳ２Ｅ０６７Ｇ  最大契約可能数８ 
 

従量料金制（月額払） 
 

 

式 
 

ユニバーサルコネクト アドバンス  

拡張アクセス制御オプション  

アドレスグループ追加１０グループ利用料 

ＮＳ２Ｅ０６８Ｇ  最大契約可能数５ 
 

従量料金制（月額払） 
 

 

式 
 

ユニバーサルコネクト アドバンス 

拡張アクセス制御オプション 設定変更費 
 

 

ＮＳ２Ｅ０６４Ｓ 
 

 

 

従量料金制（一括払） 
 

 

式 
 

 

ユニバーサルコネクト アドバンス 

ネットワーク生体認証オプション 初期費 
 

 

ＮＳ２Ｅ００５Ｓ 
 

 

 
 

 

従量料金制（一括払） 
 

 

式 
 

 

ユニバーサルコネクト アドバンス 

ネットワーク生体認証オプション ライセンス初期費  

 

ＮＳ２Ｅ００６Ｓ 
 

 

課金対象は別途定める申請に応じた 

ライセンス数分 

 

 

従量料金制（従量払） 
 

 

ＩＤ 
 

 

ユニバーサルコネクト アドバンス 

ネットワーク生体認証オプション ライセンス利用料 
 

 

ＮＳ２Ｅ００５Ｇ 
 

 

課金対象は別途定める申請に応じた 

ライセンス数分 
 

 

従量料金制（従量払） 
 

 

ＩＤ 
 

 

ユニバーサルコネクト アドバンス 

ネットワーク生体認証オプション 設定変更費 
 

 

ＮＳ２Ｅ００７Ｓ 
 

 

 
 

 

従量料金制（一括払） 
 

 

式 
 

 ユニバーサルコネクト アドバンス 

デバイス証明書認証オプション 初期費 

 

ＮＳ２Ｅ００９Ｓ 
 

 

  

 

従量料金制（従量払） 
 

 

式 
 

 

 ユニバーサルコネクト アドバンス 

デバイス証明書認証オプション 基本料 

 

ＮＳ２Ｅ０１６Ｇ 
 

 

 認証環境の提供  

 

従量料金制（月額払） 
 

 

式 
 



 

 ユニバーサルコネクト アドバンス 

デバイス証明書認証オプション 利用料 

 

ＮＳ２Ｅ０１７Ｇ 
 

 

 証明書の利用 
 

 

従量料金制（従量払） 
 

 

枚 

 

 ユニバーサルコネクト アドバンス 

デバイス証明書認証オプション 設定変更費  

 

ＮＳ２Ｅ０１４Ｓ 
 

 

  

 

 

従量料金制（一括払） 
 

 

式 
 

 

 ユニバーサルコネクト アドバンス 

ワンタイムパスワード認証オプション（パターン認証） 

基本料  

 

ＮＳ２Ｅ０６０Ｇ 
 

 

  

 

従量料金制（月額払） 
 

 

式 
 

 

 ユニバーサルコネクト アドバンス 

ワンタイムパスワード認証オプション（パターン認証） 

利用料  

 

ＮＳ２Ｅ０６１Ｇ 
 

 

  
 

 

従量料金制（従量払） 
 

 

 ＩＤ 

 

 ユニバーサルコネクト アドバンス 

ワンタイムパスワード認証オプション（パターン認証） 

設定変更費  

 

ＮＳ２Ｅ０６０Ｓ 
 

 

  
 

 

従量料金制（一括払） 
 

 

式 
 

 

マルチデバイスＶＰＮ接続サービス 初期費 

 
 

 

ＮＳ２Ｅ０１０Ｓ 
 

 

 

 

 

従量料金制（一括払） 
 

 

式 
 

 

マルチデバイスＶＰＮ接続サービス ＩＤ利用料 
 

 

ＮＳ２Ｅ０１０Ｇ 
 

 

課金対象は別途定める申請に応じた 

ＩＤ数分 
 

 

従量料金制（従量払） 
 

 

ＩＤ 
 

 

マルチデバイスＶＰＮ接続サービス  

ＩＤ利用料（環境認証セキュリティ） 
 

 

ＮＳ２Ｅ０１１Ｇ 
 

 

課金対象は別途定める申請に応じた 

ＩＤ数分 
 

 

従量料金制（従量払） 
 

 

ＩＤ 
 

 

マルチデバイスＶＰＮ接続サービス  

設定変更費 
 

 

ＮＳ２Ｅ０１１Ｓ 
 

 

 
 

 

従量料金制（一括払） 
 

 

式 
 

 

マルチデバイスＶＰＮ接続サービス 

ＩＫＥｖ２タイプ 初期費 
 

 

ＮＳ２Ｅ０７０Ｓ 
 

 

 

従量料金制（一括払） 
 

 

式 
 

 

マルチデバイスＶＰＮ接続サービス 

ＩＫＥｖ２タイプ 基本利用料 
 

 

ＮＳ２Ｅ０７０Ｇ 
 

 

 

 

従量料金制（月額払） 
 

 

式 
 

 

マルチデバイスＶＰＮ接続サービス  

ＩＫＥｖ２タイプ ＩＤ追加利用料 
 

 

ＮＳ２Ｅ０７１Ｇ 
 

 

課金対象は別途定める申請に応じた 

ＩＤ数分 
 

 

従量料金制（従量払） 
 

 

ＩＤ 
 

 

マルチデバイスＶＰＮ接続サービス  

ＩＫＥｖ２タイプ 設定変更費 
 

 

ＮＳ２Ｅ０７１Ｓ 
 

 

 
 

 

従量料金制（一括払） 
 

 

式 
 

 

クラウドＳＳＯサービス 初期費 
 

 

ＮＳ２Ｅ０２０Ｓ 
 

 

 
 

 

従量料金制（一括払） 
 

 

式 
 

 

クラウドＳＳＯサービス 利用料 
 

 

ＮＳ２Ｅ０２０Ｇ 
 

 

 
 

 

従量料金制（月額払） 
 

 

式 
 

 

クラウドＳＳＯサービス ＩＤ利用料 
 

 

ＮＳ２Ｅ０２１Ｇ 
 

 

課金対象は別途定める申請に応じた 

ＩＤ数分 
 

 

従量料金制（従量払） 
 

 

ＩＤ 
 

 

クラウドＳＳＯサービス  

認証連携サイト追加オプション 利用料 
 

 

ＮＳ２Ｅ０２２Ｇ 
 

 

 
 

 

従量料金制（月額払） 
 

 

式 
 

 

クラウドＳＳＯサービス 設定変更費 
 

 

ＮＳ２Ｅ０２１Ｓ 
 

 

 
 

 

従量料金制（一括払） 
 

 

式 
 

 

Ｓｍａｒｔブラウザサービス 初期費 
 

 

ＮＳ２Ｅ０３０Ｓ 
 

 

 
 

 

従量料金制（一括払） 
 

 式 

 

Ｓｍａｒｔブラウザサービス 利用料０ 
 

 

ＮＳ２Ｅ０３０Ｇ 
 

 

課金対象は別途定める申請に応じた 

ＩＤ数分 
 

 

従量料金制（従量払） 
 

ＩＤ 

 

Ｓｍａｒｔブラウザサービス 設定変更費 
 

ＮＳ２Ｅ０３１Ｓ   

 

従量料金制（一括払） 
 

 式 

 



［変更内容］ 

（２０１８年４月１７日）本別表を適用します。 

（２０１８年７月１７日）第４項（１）の利用サービスおよび第１２項品目一覧を更新しました。  

（２０１９年５月１５日）第４項（１）のｅ．ネットワーク生体認証オプションおよび（４）Ｓｍａｒｔブラウザサービスを追加しました。  

（２０１９年１０月４日）第４項（１）のｃ．アドバンスＩＤ追加オプションおよびｄ.ＡＤ連携オプションに設定変更サービスを追加しました。  

（２０２０年９月８日） 第４項（１）のｅ．ネットワーク生体認証オプション ウ．を修正しました。 
（２０２０年１２月８日）第４項（１）のｆ．デバイス証明書認証オプションを追加しました。 

（２０２１年９月２７日）第４項に（２）認証オプションサービスおよびｃ．ワンタイムパスワード認証オプション（パターン認証）を追加しました。  

（２０２２年７月２２日）第４項（１）のｆ．拡張アクセス制御オプションを追加しました。 

（２０２２年９月２７日）第４項（１）のe. Ａｚｕｒｅ ＡＤ連携オプションおよび（４）のマルチデバイスＶＰＮ接続サービス ＩＫＥｖ２タイプを追加

しました。 

（２０２５年３月２８日）第４項（１）のｆ. 拡張アクセス制御オプションにイ．ウ．エ．を追加しました。 

 

 

 

本別表では、以下の略称を用いています。 

 
 

略 称 
 

 

名 称 
 

 

 ＩＤ 
 

 

 Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ 
 

 

 ＩＰ 
 

 

 Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ 
 

 

 ＳＳＬ 
 

 

 Ｓｅｃｕｒｅ Ｓｏｃｋｅｔ Ｌａｙｅｒ 
 

 

 ＶＰＮ 
 

 

 Ｖｉｒｔｕａｌ Ｐｒｉｖａｔｅ 

 Ｎｅｔｗｏｒｋ 
 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                            別表Ｎｏ．Ｎ０２Ｙ１ 


